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[工事表示板]

発注者 宇治市上下水道部下水道施設保全課
電話　００－００００

施工者 ○○○○建設株式会社
電話　００－００００

道路占用許可番号 ００　○○○　００００００
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ご迷惑をおかけします

下 水 道 を
つくっています

令和００年００月００日まで
時間帯 ０：００～ ０：００
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下水道工事（管渠）
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[工事情報看板]
・路上工事を開始する１週間以上前から路上工事を開始
　するまでの間設置する。
・予定されている路上工事に関する工事情報を歩行者、
　沿道住民へ提供するため、歩道に設置する。
・ドライバーから看板内容が見えないように、歩道側に向
　けて設置する。
・色彩は、「令和〇年〇月〇日頃から」、「〇〇〇を〇〇
　する工事を予定しています」等の工事内容については
　青色文字とする。
・工事内容については、別添を参考に記載する。
・その他の文字及び線は、白地に黒色とする。
・道路上に設置する場合は必要に応じ外枠に緩衝材（ソ
　フトカバー）を付けること。
・１日で完了する簡易な工事、歩道のない箇所について
　は設置しない。
・設置の要否は沿道環境を考慮し個別に判断。
・工事開始時に速やかに撤去すること。

設置期間

設置位置

規格色彩等

摘要

[工事説明看板]
設置期間 ・路上工事開始から路上工事完了までの間設置する。

・実施されている路上工事に関する工事情報を歩行者、
　沿道住民へ提供するため、工事情報看板に代えて歩道
　に設置する。
・ドライバーから看板内容が見えないよう、歩道側に向
　けて設置する。
・色彩は、「ご迷惑をおかけします」等の挨拶文につい
　ては、青地に白抜き文字とする。
・「○○○を○○しています」等の工事内容については、
　青文字とする。
・工事内容については、別添を参考に記載する。
・その他の文字及び線は、白地に黒色とする。
・道路上に設置する場合は必要に応じ外枠に緩衝材（フ
　フトカバー）を付けること。
・１日で完了する簡易な工事、歩道のない箇所について
　は設置しない。
・設置の要否は沿道環境を考慮し個別に判断。

規格色彩等

摘要

設置位置

[工事情報看板] [工事説明看板]
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　道路占用許可番号　００　○○○　００００００

　発注者　宇治市上下水道部下水道施設保全課

　　電話　 ００－００００

　施工者　○○建設株式会社

　道路占用許可番号　００　○○○　００００００

　発注者　宇治市上下水道部下水道施設保全課

　　電話　 ００－００００

　施工者　○○建設株式会社

　　電話 　００－００００
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別紙２

観測孔 №

□発注者に提案を行った 施工計画書

□水道　□ｶﾞｽ　□関電　□NTT　□農業用水管　□その他（　　　　　） 設計図書ほか

□平面図　□断面図　□その他（　 ） 設計図書

□水道　□ｶﾞｽ　□関電　□NTT　□農業用水管　□その他（　　　　　） 設計協議回答

□水道　□ｶﾞｽ　□関電　□NTT　□農業用水管　□その他（　　　　　）

□支障なし ( ） 立会確認書

□支障あり ( ）

□水道　□ｶﾞｽ　□関電　□NTT　□農業用水管　□その他（　　　　　） 打合せ簿

□試掘を行ったが確認できなかった （ ）

□発注者に再提案を行った 変更施工計画書

※ 「埋設物の有無」で有りの場合は原則、試験掘削を行い埋設物の確認を実施する。

※ 埋設物のないことがあらかじめ明確でない限り、深さ２ｍ程度まで試掘を行い・・・（建設工事公衆災害防止対策要綱　P68より）

施工計画変更 観測孔位置の再提案 /

/

/

/

/

□ /

/

/

/ □ /

埋設物の有無

埋設物の種別

設計図書による確認

設計協議回答での有無

チェックシート

/

/

□

□

監理（主任）技術者
確認資料

正監督員

チェック欄 確認日 確認日

/

/

/

/

/

施工計画 観測孔位置の提案 □/

チェック欄
確認項目

□

□

□

□

管理者との立会確認 観測孔位置の立会確認を行った

埋設物の確認方法 試掘により位置の特定を行った

→理由

→対策 【 】
立会確認書

【 】



別表　撮影箇所一覧表

開削編

撮 影 項 目 撮 影 時 期 撮影及び提出頻度

着手前 全景又は代表部分撮影 着手前 各マンホールごと

完成 全景又は代表部分撮影 完成後 各マンホールごと

安全管理 各種標識類の設置状況 設置後 各種類ごとに1回

各種保安施設の設置状況 設置後 各種類ごとに1回

監視員交通整理状況 作業中 各1回

安全訓練等の実施状況 実施中 実施ごとに1回

現場事務所 設置状況 設置後 事務所ごと

トイレ 設置状況 設置後 事務所ごと

掲示看板類 全景、接写 設置後 事務所ごと

使用材料 マンホール・鉄蓋 形状寸法 使用前 各品目ごとに1回

本管・取付管 形状寸法 使用前 各品目ごとに1回

公共汚水桝 形状寸法 使用前 各品目ごとに1回

内・外副管 形状寸法 使用前 各品目ごとに1回

可とう継手 形状寸法 使用前 各品目ごとに1回

使用機械 使用機械規格 使用前 使用機械ごと

排出ガス対策型 使用前 使用機械ごと

低騒音型 使用前 使用機械ごと

試掘 地下埋設状況 掘削後 1施工箇所に1回

土質試験用土砂採取状況 掘削後 監督員が指示した箇所

仮設工 管路土留工 使用材料の形状寸法 施工前 マンホール間ごとに1回

仮設状況全景（背面隙間なし） 施工中 マンホール間ごとに1回

建込状況 施工中 マンホール間ごとに1回

矢板根入れ・切梁腹越し間隔位置 施工後 マンホール間ごとに1回

マンホール部の土留め 施工後 マンホールごとに1回

引抜状況 施工中 マンホール間ごとに1回

管布設工 舗装版切断 舗装版切断状況 施工中 マンホール間ごとに1回

舗装版取壊し 舗装版取壊し状況 施工中 マンホール間ごとに1回

掘削 掘削状況 施工中 マンホール間ごとに1回

床付け 床付け・転圧状況 施工中 マンホール間ごとに1回

深さ・幅 掘削後 マンホール間ごとに1回

基礎砂 敷均し・転圧状況 施工中 マンホール間ごとに1回

厚さ・幅 施工後 マンホール間ごとに1回

管布設 布設状況 施工中 マンホール間ごとに1回

保護砂 敷均し・転圧状況 施工中 マンホール間ごとに1回

厚さ・幅 施工後 マンホール間ごとに1回

埋戻し 埋戻し状況 施工中 マンホール間ごとに1回 巻出し厚を撮影し各層の転圧状況が確認できること。

仮復旧　下層路盤工 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 マンホール間ごとに1回

整正状況・厚さ・幅 整正後 マンホール間ごとに1回

仮復旧　上層路盤工 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 マンホール間ごとに1回

整正状況・厚さ・幅 整正後 マンホール間ごとに1回

仮復旧　表層工 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 マンホール間ごとに1回

整正状況・厚さ・幅 整正後 マンホール間ごとに1回

残土処分 残土積込み・搬出状況 施工中 マンホール間ごとに1回

ガラ処分 ガラ積込み・搬出状況 施工中 マンホール間ごとに1回

取付管調書用写真は、下水道施設引継図書作成手引きに基づき全件撮影すること。

工 　 種 種 　  別
写　真　管　理　項　目

摘　　　要



撮 影 項 目 撮 影 時 期 撮影及び提出頻度
工 　 種 種 　  別

写　真　管　理　項　目
摘　　　要

マンホール設置工 掘削 掘削状況 施工中 マンホールごとに1回

床付け 床付け・転圧状況 施工中 マンホールごとに1回

深さ・幅 掘削後 マンホールごとに1回

基礎砕石 敷均し・転圧状況 施工中 マンホールごとに1回

厚さ・幅 施工後 マンホールごとに1回

マンホール設置 据付状況 施工中 マンホールごとに1回

可とう継手設置 ﾊﾞﾝﾄﾞ締付け状況 施工中 マンホールごとに1回

鉄蓋設置 設置状況 施工中 マンホールごとに1回

埋戻し 埋戻し状況 施工中 マンホールごとに1回 巻出し厚を撮影し各層の転圧状況が確認できること。

仮復旧　下層路盤工 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 マンホールごとに1回

整正状況・厚さ・幅 整正後 マンホールごとに1回

仮復旧　上層路盤工 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 マンホールごとに1回

整正状況・厚さ・幅 整正後 マンホールごとに1回

仮復旧　表層工 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 マンホールごとに1回

整正状況・厚さ・幅 整正後 マンホールごとに1回

インバート工 仕上げ状況 施工中 マンホールごとに1回

副管設置工 基礎砕石 敷均し・転圧状況 施工中 1施工箇所に1回

厚さ・幅 施工後 1施工箇所に1回

管布設 布設状況 施工中 1施工箇所に1回

型枠工 形状寸法 施工後 1施工箇所に1回

コンクリート工 打設・締固め状況 施工中 1施工箇所に1回

取付管工 舗装版切断 舗装版切断状況 施工中 10軒に1箇所

舗装版取壊し 舗装版取壊し状況 施工中 10軒に1箇所

掘削 掘削状況 施工中 10軒に1箇所

床付け 床付け・転圧状況 施工中 10軒に1箇所

基礎砂 敷均し・転圧状況 施工中 10軒に1箇所

厚さ・幅 施工後 10軒に1箇所

管布設 布設状況 施工中 10軒に1箇所

土被り・延長 施工後 全施工箇所

保護砂 敷均し・転圧状況 施工中 10軒に1箇所

厚さ・幅 施工後 10軒に1箇所

埋戻し 埋戻し状況 施工中 10軒に1箇所 巻出し厚を撮影し各層の転圧状況が確認できること。

仮復旧　下層路盤工 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 10軒に1箇所

整正状況・厚さ・幅 整正後 10軒に1箇所

仮復旧　上層路盤工 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 10軒に1箇所

整正状況・厚さ・幅 整正後 10軒に1箇所

仮復旧　表層工 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 10軒に1箇所

整正状況・厚さ・幅 整正後 10軒に1箇所

残土処分 残土積込み・搬出状況 施工中 10軒に1箇所

ガラ処分 ガラ積込み・搬出状況 施工中 10軒に1箇所

汚水桝設置工 土間取壊し 取壊し状況 施工中 10軒に1箇所

掘削 掘削状況 施工中 10軒に1箇所

床付け 床付け・転圧状況 施工中 10軒に1箇所

汚水桝設置 設置状況 設置中 10軒に1箇所

桝深 設置後 全施工箇所

埋戻し 埋戻し状況 施工中 10軒に1箇所

土間復旧 施工状況 施工中 10軒に1箇所



撮 影 項 目 撮 影 時 期 撮影及び提出頻度
工 　 種 種 　  別

写　真　管　理　項　目
摘　　　要

舗装工 不陸整正　補足材なし 敷均し・転圧状況 施工中 100ｍに1回

整正状況 整正後 100ｍに1回

不陸整正　補足材あり 敷均し・敷均し厚さ・転圧状況 施工中 100ｍに1回

整正状況 施工後 100ｍに1回

基層工・表層工 敷均し・転圧状況 施工中 100ｍに1回

整正状況 整正後 100ｍに1回

ﾀｯｸｺｰﾄ・ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ 散布時 100ｍに1回

厚さ 整正後 100ｍに1回 下がり管理

品質管理 到着温度・敷均し温度・初期転圧温度 施工中 1日4回

開放温度 施工後 施工日に1回

路盤密度（砂置換）　ＡＳコアー 完成後 1000㎡に1回

区画線工 施工状況 施工前後 施工日に1回

付帯工 排水構造物工 施工状況 施工中 1施工箇所に1回

既設マンホール仮閉塞工 地下水・工事用水等流出防止対策状況 施工中 1施工箇所に1回

残土・As殻 残土仮置場 使用状況 使用前・使用中・使用後 仮置場ごと

Con殻処分 運搬工 搬出状況・搬出先状況 施工中 工種ごと



別表　撮影箇所一覧表

推進編

撮 影 項 目 撮 影 時 期 撮影及び提出頻度

観測井戸設置工 ロッド検尺 施工前 1施工箇所に1回

残尺確認 施工後 1施工箇所に1回

埋戻し状況 施工中 1施工箇所に1回

水素イオン濃度 施工前 観測井戸ごとに1回

　PH値8.6以下 施工中 観測井戸ごとに1回／日

※施工前の測定値が8.6をこえるときは、当該測定値以下 施工後 観測井戸ごとに1回／日 注入終了後2週間を経過するまで

　であること。 施工後 観測井戸ごとに1回／15日 2週間を経過後舗装本復旧をするまで

薬液注入工 使用機械 施工前 各機械ごと

流量圧力管理測定装置 施工前 測定装置ごと

プラント（車上・地上）設置状況 設置中 現場ごと

プラント（車上・地上）設置完了 設置後 現場ごと

ブラント（車上・地上）撤去状況 撤去中 現場ごと

主材・硬化材搬入状況 搬入時 搬入ごとに1回

使用材料（主材・硬化材） 使用前 全数量

使用材料（主材・硬化材）空袋 使用後 全数量

注入箇所・間隔確認 施工前 １立坑で注入部位ごと

ロッド検尺 施工前 １立坑で注入部位ごと

機械注入ポイントセット状況 施工前 １立坑で注入部位ごと

噴射確認 施工前 １立坑で注入部位ごと

削孔状況 施工中 １立坑で注入部位ごと

主材比重 施工前 １立坑で注入部位ごと

ゲルタイム（硬化時間） 施工前 作業開始前、午前、午後の各1回以上

注入状況 施工中 １立坑で注入部位ごと

残尺確認 施工後 １立坑で注入部位ごと

立坑工 使用材料（ライナープレート、裏込め材、覆工板等） 使用前 1施工箇所に1回

ライナープレート式 使用材料（裏込め材）空袋 使用後 1施工箇所に1回

舗装版取壊し状況 施工中 1施工箇所に1回

上部掘削状況 施工中 1施工箇所に1回

ガイドCon打設状況 施工中 1施工箇所に1回

ガイドCon厚さ・幅 施工後 1施工箇所に1回

覆工板設置状況 施工中 1施工箇所に1回

ライナープレート部掘削状況 施工中 1施工箇所に1回

ライナープレート設置状況 施工中 1施工箇所に1回

裏込め状況 施工中 1施工箇所に1回

掘削深さ・寸法・打音 施工後 1施工箇所に1回

フェノール反応確認 施工後 1施工箇所に1回

砕石基礎敷均し・転圧状況 施工中 1施工箇所に1回

砕石基礎厚さ・幅 施工後 1施工箇所に1回

底版Con打設状況 施工中 1施工箇所に1回

底版Con厚さ・幅 施工後 1施工箇所に1回

間詰めCon打設状況 施工中 1施工箇所に1回

ライナープレート撤去状況 施工中 1施工箇所に1回

ライナープレート撤去寸法 施工後 1施工箇所に1回

工　　　種
写　真　管　理　項　目

摘　　　要



撮 影 項 目 撮 影 時 期 撮影及び提出頻度
工　　　種

写　真　管　理　項　目
摘　　　要

立坑工 使用材料（ケーシング、円形覆工板等） 使用前 全数

鋼製ケーシング式 舗装版取壊し状況 施工中 1施工箇所に1回

圧入状況 施工中 1施工箇所に1回

ケーシング溶接状況 施工中 1施工箇所に1回

掘削状況 施工中 1施工箇所に1回

掘削深さ・寸法 施工後 1施工箇所に1回

砕石基礎敷均し・転圧状況 施工中 1施工箇所に1回

砕石基礎厚さ・幅 施工後 1施工箇所に1回

底部・底盤Con打設状況 施工中 1施工箇所に1回

底部・底盤Con厚さ・幅 施工後 1施工箇所に1回

間詰めCon打設状況 施工中 1施工箇所に1回

ケーシング切断状況 施工中 1施工箇所に1回

ケーシング撤去寸法 施工後 1施工箇所に1回

推進工 使用材料（掘進機・注入材・管材・止水器） 使用前 全数

使用材料（注入材）空袋 使用後 全数

各種設備設置撤去状況（推進設備・掘進機・坑口・泥水処理設備等） 施工中 1施工箇所に1回

鏡切り状況 施工中 1施工箇所に1回

フェノール反応確認 施工前 1施工箇所に1回

推進状況（掘削・送排泥・裏込注入等） 施工中 1本ごと



宇治市公共下水道事業

（令和６年度改定版）

宇治市上下水道部

（　標　準　図　）



目次
1.鉄筋コンクリート製1号組立マンホール標準図

2. 特1号（楕円形）E1組立マンホール標準図

3. 特1号（楕円形）A1組立マンホール標準図

4. 小型レジンマンホール標準図

5. 硬質塩化ビニル製小型マンホール（標準仕様）標準図

6. 硬質塩化ビニル製小型マンホール（中間壁仕様）標準図

7. 硬質塩化ビニル管標準図

8. 仮設図（参考図）

9. 外副管標準図

10. 外副管標準図（小型ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ）

11. 取付管及び標準横型公共汚水ます設置標準図

13. 取付管及び特殊公共汚水ます（その１）横型設置標準図

15. 特殊公共汚水ます（その２）､取付管止め設置標準図

16. 取付管のマンホール接続標準図

17. 宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた標準図

18. 宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた標準図 （スリップ防止型）

19. 宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた標準図

21. 宇治市型φ600用鋳鉄製マンホールふた標準図

20. 宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた標準図 （スリップ防止型）

22. 宇治市型φ600用鋳鉄製マンホールふた標準図 （スリップ防止型）

23. 下水道用　次世代型マンホールふた標準図

12. 取付管及び標準縦型公共汚水ます設置標準図

14. 取付管及び特殊公共汚水ます（その１）縦型設置標準図

24. マンホールインバート施工図

25. マンホールふた改良工標準図（開削工法）

26. マンホールふた改良工標準図（円形工法）

（小型レジンマンホール）

（小型レジンマンホール）

（硬質塩ビニル製小型マンホール）

（硬質塩ビニル製小型マンホール）

27. 内副管（参考図）



鉄筋コンクリート製1号組立マンホール標準図

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

1

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

鉄筋コンクリート製1号組立マンホール標準図

宇治市公共下水道事業

※底版は、フラット底版又は、底版一体型管取付け壁を使用すること。
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（宇治市型）
マンホールふた（マンホール深2.0ｍ以上の場合は、転落防止装置付とする。）
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600×900×600（450）

900×300～1800900×600～1800

可とう性継手

高流動性早強無収縮モルタル

h=25～80

S＝1:40

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS A-11・G-4）・Ⅱ類資器材登録品とする。

※既設マンホールに接続する場合においても、必ず可とう性継手を設置すること。

※上流管きょと下流管きょの最大ステップ値は下流管径以下とするが、円滑な流下を図るため、必ずインバートを設けること。



特1号（楕円形）E1組立マンホール標準図

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

２

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

特1号（楕円形）  組立マンホール標準図

宇治市公共下水道事業
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600×900×600（450）
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600×1050×600～1200

可とう性継手

高流動性早強無収縮モルタル

h=25～80

900

6
00

S＝1:40

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS A-11・G-4）・Ⅱ類資器材登録品とする。

※既設マンホールに接続する場合においても、必ず可とう性継手を設置すること。

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-40高炉）

※上流管きょと下流管きょの最大ステップ値は下流管径以下とするが、円滑な流下を図るため、必ずインバートを設けること。

E1

マンホールふた（マンホール深2.0ｍ以上の場合は、転落防止装置付とする。）

※底版は、フラット底版又は、底版一体型管取付け壁を使用すること。



特1号（楕円形）  組立マンホール標準図

特1号（楕円形）A1組立マンホール標準図

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

３

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市公共下水道事業工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺

底　　版

900

600×900×600（450）

直　　　壁

管取付け壁

斜　　　壁

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

600

調整リング 600×100～200

110110

1
30

110 110

1
30

（宇治市型）

600×900×300～900

600×900×600～900

砕　石　基　礎（RC-40）

11
0

平　面　図

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

可とう性継手

1:0.1

ボルト緊結セット、高流動性早強無収縮モルタル

h=２５～８０

S＝1:40

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS A-11・G-4）・Ⅱ類資器材登録品とする。

※既設マンホールに接続する場合においても、必ず可とう性継手を設置すること。

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-40高炉）

※上流管きょと下流管きょの最大ステップ値は下流管径以下とするが、円滑な流下を図るため、必ずインバートを設けること。

A1

マンホールふた（マンホール深2.0ｍ以上の場合は、転落防止装置付とする。）

※底版は、フラット底版又は、底版一体型管取付け壁を使用すること。
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 小型レジンマンホール標準図

写　図

月　日月　日

設　計

月　日

４

製　図課　長

月　日

図面追次番号

月　日

照　査

図示

小型レジンマンホール標準図

縮　　尺

図面種類

施工箇所

工 事 名

起工番号

工　　種 宇治市公共下水道事業

※上流管きょと下流管きょに段差が生じる場合は、必ず0.6m以上として外副管を設けること。

（流出側用）
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底版一体型管取付け壁

（流入側）
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φ460

高流動性早強無収縮モルタル

ソケットリング

上部壁

マンホールふた

流
入
角
度
（
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回
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流入側
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ＶＵ管

平　面　図

Ａ－Ａ断面図
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調整リング

（宇治市型）

S＝1:20 

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-10・G-4）とする。



※上流管きょと下流管きょに段差が生じる場合、会合点には使用しないこと。

※内ふたはGLより150㎜下がりの位置になるように施工する。

硬質塩化ビニル製小型マンホール標準図

写　図

月　日月　日

設　計

月　日

５

製　図課　長

月　日

図面追次番号

月　日

照　査

図示

硬質塩化ビニル製小型マンホール標準図

縮　　尺

図面種類

施工箇所

工 事 名

起工番号

工　　種 宇治市公共下水道事業

※舗装厚さ10cm以下の市道及び歩道に使用する。

※国道、府道の車道には使用しない。
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片受直管

立　　管　

MHc a
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Ａ-Ａ断面図 B-B断面図

台座

S＝1:20

ゴム輪受口

片受直管

ゴム輪受口

片受直管

ゴム輪受口

片受直管

塩ビ製

マンホール

c MHa

b

呼び径
A

(最小)
B、B´
(最小)

C
(最小)

D
(最小)

E
(最小)

高　さ

F

許容差 t
(最小)±2.5

【標準型防護ふたT-25,T-14　寸法表】

a
(最小)

b
(最小)

c
(最小)

d
(最小)

【標準型台座PB25A,RB25A（ふた高さ150mm）寸法表】

（　　　） 台　座　の　材　質

t

(単位：mm) (単位：mm)
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2 C

a
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b
(最小) c
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d
(最小)

300 330 570 80 70

e
(最小)c1

(最小)
c2

(最小)

角　型丸　型

90 95 35

防護ふた 台座（ふた高さ150mm） 台座（ふた高さ110mm）

ふた高さ ふた高さ

110
レジンコンクリート・鉄筋コンクリート

再生プラスチック・レジンコンクリート
300 403 386 360 400 40 6 300 330 570 80 55150

110

150

【標準型台座RBA，CBA（ふた高さ110mm）寸法表】
(単位：mm)

B,B'

F

A

マンホールふた(ロック機能付き)

（宇治市型）
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マンホールふた(ロック機能付き)

（宇治市型）

空練りモルタル 空練りモルタル

※立管天端から基礎砕石天端までの寸法が70㎜以上になる場合は、立管天端から50㎜下がりまで砂を充填する。

※道路勾配が平坦な箇所（概ね10％以下）に使用する。

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1・K-7・K-9・G-3）とする。
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※高さ110mmの防護ふたは、コンクリート製又は、レジンコンクリート製台座に緊結する。
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c



※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1・K-7・K-9・G-3）とする。

※調整リング、中間壁については、台座と同等以上の圧縮強度を有するものとする。

※上流管きょと下流管きょに段差が生じる場合、会合点には使用しないこと。

※内ふたはGLより150㎜下がりの位置になるように施工する。

※国道、府道の車道に使用する場合、その都度関係課と協議を行うこと。

硬質塩化ビニル製小型マンホール標準図

写　図
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製　図課　長
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図面追次番号
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照　査

図示

硬質塩化ビニル製小型マンホール標準図

縮　　尺

図面種類

施工箇所

工 事 名

起工番号

工　　種 宇治市公共下水道事業
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高流動性早強無収縮モルタル
h=２５～８０

（宇治市型） （宇治市型）

立管天端から50ｍｍ下がりで仕上るものとする。

砂　充　填（再生砂） 調整リング
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硬質塩化ビニル管標準図

写　図
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図面追次番号
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図示

硬質塩化ビニル管標準図

縮　　尺

図面種類

施工箇所

工 事 名

起工番号

工　　種 宇治市公共下水道事業
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仮　設　図（参考図）

写　図

月　日月　日

設　計

月　日

８

製　図課　長

月　日

図面追次番号

月　日

照　査

図示

仮設図（参考図）

縮　　尺

図面種類

施工箇所

工 事 名

起工番号

工　　種 宇治市公共下水道事業

腹起し（金属製）

切梁（金属製）

土留矢板

掘
 
削
 
深

  
H
≦
3
8
0
0

２．５０

２．０＜Ｈ≦２．３２．５０

３．００ ２．３＜Ｈ≦２．８
40

支保工段数

０．７０

０．５０

０．８０

０．８０

１．００

腹起し部材
ｃｍ

掘削幅Ｂ　ｍ

ＶＵ３００ ＶＵ３５０

３．５０ ２．８＜Ｈ≦３．３ ０．８５ １．２０

４．００ ３．３＜Ｈ≦３．５

１．３０

１．００

１．２５

１．８＜Ｈ≦２．０

２

１

３

１．００ １．０５

掘　削　幅　Ｂ

土 留 矢 板

平　面　図

断　面　図

　　　　Ｈ≦１．３１．５０

２．００ １．３＜Ｈ≦１．８ ０．５０ １．３０

０．５０ ０．８０
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4000
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B
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幅
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4000
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H
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H3
H
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H1

H1
≧
20
0

ＶＵ２００ ＶＵ２５０

０．８０ ０．８０１．００

０．８５

４．００ ３．５＜Ｈ≦３．８ １．００ １．０００．８０ １．００

水圧式パイプサポート

矢板長 掘削深 矢板厚
ｍ ｍ ｍｍ

摘要

S＝1:40

１．４０ １．２５

７．５



外　副　管　標　準　図

(本管φ200　副管φ150)

外副管標準図

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

９

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市公共下水道事業工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺

※上流管きょと下流管きょの段差が、0.6m以上の場合のみ適用する。

※ステップ値については、合流がない場合は50ｍｍのステップとし、合流がある場合は監督職員の確認をうけるものとする。

Ａ-Ａ断面図 Ｂ-Ｂ断面図

平　面　図

700

1
00

ｈ
1
5
0

5060050

ＡＡ

6
0
0

プレーンエンド直管　φ１５０

副管用９０°支管（９０ＶＳ）

プレーンエンド直管φ１５０

Ｂ

カラー（ＷＴＢ）

９０°曲管（９０ＳＴ）

700

▽h2＋50ｍｍ

Ｂ

▽h1

▽h2

砂

S＝1:30

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1)とする。

10
0

10
0
以
下

5
0

1
5
0 1
00

10
0以

下

底板ブロックを所定の高さに据え付け、嵩上げブロックを
3～4段据え付ける。隙間に砂を充填し、水締めにより副管
底部を十分締め固める。

施工手順

1.

嵩上げブロックを所定の高さまで据え付け、隙間に砂を
充填し水締めを行い、下がった砂を再度充填する作業を
2～3回繰り返し完全に締め固める。

2.

400～450

（300mm以上）

可とう継手φ１５０

副管保護ブロック

400



副管標準図(小型ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ)

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

１０

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

 副管標準図（小型ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ）

宇治市公共下水道事業工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺

※上流管きょと下流管きょの段差が、0.6m以上の場合のみ適用する。

（本管φ200　副管φ150）　

平　面　図

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

1
0
0

5
0

50 50

ＡＡ

副管用９０°支管（９０ＶＳ）

カラー（ＷＴＢ）

プレーンエンド直管
φ１５０

９０°曲管（９０ＳＴ）

プレーンエンド直管
φ１５０

本管異径継手
２００×１５０

h1

h2

5
0

18-8-40高炉
高所流入用直壁

防護コンクリート

S＝1:20 

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1）とする。
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取付管及び標準横型公共汚水ます設置標準図

取付管及び標準横型公共汚水ます設置標準図

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

１１

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市公共下水道事業工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺

ます径２００　横型　公共汚水ます標準図 公共汚水ますふた標準図 防護ふた図 Ｓ＝１：１０

本水下 道 管

９塩 用管ビ

ゴ

G L.

管

管支度０

輪ム 口受 在自 曲

プ ンーレ エ 直ドン 管

カラー（WTB）

1 00

民道 路 地

11

102φ

2

φ

φ

042

034

02

03

09

55
5

491

※ 2φ 030 . 8.0±

00
55

8 8
1
8

1

φ 12 2

φ

台座

φ

φ

542

22 0

132

0
5
0

5

5
※

5
.

2
±

5
.

2
±

°輪ムゴ 在自口受 ０管曲

００
テテ

スス
ププ

ッッ
０

２
０

２
６６

～～

ッキャ 付プ

66
0

0
0

0

0

管り上立

公 ま共 す

フタ
6
5
0
以
上

φ150

※直管部（立上り管除く）については、プレーンエンド直管もしくはゴム輪受口片受け直管（SRA・SRB）を使用すること。

以内

10.0‰
以上

S＝1:20

φ

90度三方向合流

※防護ふたを設置する場合は、硬質塩化ビニル製内ふたを設置すること。
※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1・K-7・G-3）とする。

1
41
.3

2
23
.7

165.0
5.1

5.1

断面図

砂基礎(再生砂)

防護砂(再生砂)

3
6
5
.
0

550

120°

※防護ふたの設置(開閉方向)について、原則、開閉作業が道路側からできるように蝶番の位置を宅地側にする。ただし、開閉作業に支障が想定される場合は、監督職員と協議すること。

ます径200横型　標準数量

床　堀　工

0.1

ます深

(m3)

人　力　埋　戻　工

残土運搬、処分工 0.1

0.1

0.3

0.2

0.3

h=80～
ます深
h=100～

公共汚水ます設置工

防護ふた図

ふた防護 Ｔ１４ワンタッチ型

（SUS製鎖付）
市章入り 市章入り

公共汚水ますふた標準図

内ふた

台座

防護ふた

基礎

11
0

5
0

5

土間復旧工　標準数量

コンクリート工

1箇所

切　断　工

Co取壊し、運搬処分工

1.8m

0.02

0.02m3

m3

プレーンエンド直管φ150

(ＪＳＷＡＳ  Ｋ－１)

内ふた天端高



取付管及び標準縦型公共汚水ます設置標準図

取付管及び標準縦型公共汚水ます設置標準図

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

１２

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市公共下水道事業工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺

公共汚水桝ふた標準図 防護ふた図 Ｓ＝１：１０

11

102φ

2

φ

φ

042

034

02

03

09

55
5

491

※ 2φ 030 . 8.0±

00
55

8 8
1
8

1

φ 12 2

φ

台座

φ

φ

542

22 0

132

0
5
0

5

5
※

5
.

2
±

5
.

2
±

※直管部（立上り管除く）については、プレーンエンド直管もしくはゴム輪受口片受け直管（SRA・SRB）を使用すること。

S＝1:20

φ

※防護ふたを設置する場合は、硬質塩化ビニル製内ふたを設置すること。
※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1・K-7・G-3）とする。

1
41
.3

2
23
.7

165.0
5.1

5.1

断面図

砂基礎(再生砂)

防護砂(再生砂)

3
6
5
.
0

550

120°

※防護ふたの設置(開閉方向)について、原則、開閉作業が道路側からできるように蝶番の位置を宅地側にする。ただし、開閉作業に支障が想定される場合は、監督職員と協議すること。

ます径２００　縦型　公共汚水ます標準図

在

管本道水下

９塩 用管ビ 管支度０

プ

自口受輪ムゴ

管エーレ ン ドン 直

管曲

G

01 00

道 路 地民

ャキ

共公 すま

プッ 付

管上立 り

タフ

6
5
0
以
上

ゴ 受輪ム 自口 管在曲 ０°

管プ ーレ ンンエ 直ド φ150

φ150

ゴム輪受口自在

以内

10.0‰
以上

カラー（WTB）

カラー（WTB）

90度三方向合流L.

曲管７５°

ます径200縦型　標準数量

床　堀　工

0.1

ます深

(m3)

人　力　埋　戻　工

残土運搬、処分工

0.3

0.4

h=120～

公共汚水ます設置工

防護ふた図

ふた防護 Ｔ１４ワンタッチ型

（SUS製鎖付）
市章入り 市章入り

公共汚水桝ふた標準図

内ふた

台座

防護ふた

基礎

11
0

5
0

5

土間復旧工　標準数量

コンクリート工

1箇所

切　断　工

Co取壊し、運搬処分工

1.8m

0.02

0.02m3

m3

プレーンエンド直管φ150

(ＪＳＷＡＳ  Ｋ－１)

内ふた天端高



取付管及び特殊公共汚水ます（その１）横型設置標準図

取付管及び特殊公共汚水ます（その１）

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

１３

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市公共下水道事業工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺

11

※

5 3φ1

. 851 4φ .0± 7

42φ227

400φ

長円167×192

5
3
5

3

座台

081φ

0
6

11

21
0

30

0
5
0

5

公共汚水ますふた標準図　防護ふた図 Ｓ＝１：１０

641φ

6 31φ

水下 本道 管

ワンタッチ型

556

0φ2

1φ2

0

5

護防 ふた Ｔ１４

6
5
0
以
上

受

支度塩 管ビ ９０用

ゴ 輪ム

管

管在曲口自

管ドン 直プレ ンー エ

.G L

路道 民

００

口ム輪ゴ 受 °管曲自在 ０

カラー（WTB）

６６

すま公共

ャキ 付プッ

001 0

上
以

０
上

以
０

管り上立

フタ

地

φ150

以内

10.0‰
以上

（SUS製鎖付）
市章入り

市章入り

S＝1:20

ます径１５０　横型　特殊公共汚水ます横型標準図

90度三方向合流

※直管部（立上り管除く）については、プレーンエンド直管もしくはゴム輪受口片受け直管（SRA・SRB）を使用すること。

※防護ふたを設置する場合は、硬質塩化ビニル製内ふたを設置すること。
※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1・K-7・G-3）とする。

14
1.
3

22
3.
7

165.0
5.1

5.1

断面図

砂基礎(再生砂)

防護砂(再生砂)

3
6
5
.
0

550

120°

※防護ふたの設置(開閉方向)について、原則、開閉作業が道路側からできるように蝶番の位置を宅地側にする。ただし、開閉作業に支障が想定される場合は、監督職員と協議すること。

ます径150横型　標準数量(m3)

公共汚水ます設置工

床　堀　工

0.1

ます深

人　力　埋　戻　工

残土運搬、処分工 0.1

0.2

0.3

0.2

0.3

h=80～
ます深
h=100～

土間復旧工　標準数量

コンクリート工

1箇所

切　断　工

Co取壊し、運搬処分工

1.8m

0.02m3

0.02m3

15
0

内ふた

台座

防護ふた

基礎

防護ふた図公共汚水桝ふた標準図

プレーンエンド直管φ150

(ＪＳＷＡＳ  Ｋ－１)

横型設置標準図

内ふた天端高



取付管及び特殊公共汚水ます（その１）縦型設置標準図

取付管及び特殊公共汚水ます（その１）

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

１４

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市公共下水道事業工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺

11

※

5 3φ1

. 851 4φ .0± 7

42φ227

400φ

長円167×192

5
3
5

3

座台

081φ

0
6

11

21
0

30

0
5
0

5

公共汚水ますふた標準図　防護ふた図 Ｓ＝１：１０

641φ

6 31φ

ワンタッチ型

556

0φ2

1φ2

0

5

護防 ふた Ｔ１４

本道 管下水

０９用ビ塩 管 度支管

ムゴ 曲在自受輪 口

G . L

在

管

6
5
0
以
上 ゴ 自輪受口ム 管曲

り上立

0 0 01 タフ

管

民路道 地

口ム輪ゴ 受 °管曲自在 ０

管ドン 直プレ ンー エ φ150

管ドン 直プレ ンー エ φ150

以内

10.0‰
以上

（SUS製鎖付）

カラー（WTB）

カラー（WTB）

市章入り
市章入り

S＝1:20

ます径１５０　縦型　特殊公共汚水ます縦型標準図

ゴム輪受口自在曲管７５°

※直管部（立上り管除く）については、プレーンエンド直管もしくはゴム輪受口片受け直管（SRA・SRB）を使用すること。

※防護ふたを設置する場合は、硬質塩化ビニル製内ふたを設置すること。
※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1・K-7・G-3）とする。

14
1.
3

22
3.
7

165.0
5.1

5.1

断面図

砂基礎(再生砂)

防護砂(再生砂)

3
6
5
.
0

550

120°

※防護ふたの設置(開閉方向)について、原則、開閉作業が道路側からできるように蝶番の位置を宅地側にする。ただし、開閉作業に支障が想定される場合は、監督職員と協議すること。

ます径150縦型　標準数量

床　堀　工

0.1

ます深

(m3)

人　力　埋　戻　工

残土運搬、処分工

0.3

0.4

h=120～

土間復旧工　標準数量

コンクリート工

1箇所

切　断　工

Co取壊し、運搬処分工

1.8m

0.02

公共汚水ます設置工

m3

0.02m3

15
0

内ふた

台座

防護ふた

基礎

防護ふた図公共汚水桝ふた標準図

プレーンエンド直管φ150

(ＪＳＷＡＳ  Ｋ－１)

内ふた天端高

縦型設置標準図



特殊公共汚水ます（その２）､取付管止め設置標準図

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

１５

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

特殊公共汚水ます（その２）､取付管止め設置標準図

宇治市公共下水道事業工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺

ます径１００　特殊公共汚水ますその２標準図

塩ビ管用９０度支管

ゴム輪受口自在曲管

G . L

道　路 民　地

下水道本管

下水道本管

ゴム輪受口自在曲管

塩ビ管用９０度支管

プレーンエンド直管φ150　(VU管)

６
５

０
以

上

G . L

インクリーザー

20
0以

上

仮止めキャップ

6
50
以
上

取付管止め標準図

防護コンクリート

プレーンエンド直管φ150

プレーンエンド直管φ100 (VP管)

30
0程

度

(外キャップ､接着なし)

塩ビキャップ

反射テープ

反射テープ

(キャップと直管を固定)

10.0‰
以上

10.0‰
以上

カラー（WTB）

カラー（WTB）

S＝1:20

W=
30

0以
上

ゴム輪受口自在曲管75°
ゴム輪受口自在曲管60°

ゴム輪受口自在曲管０°

※直管部（立上り管除く）については、プレーンエンド直管もしくはゴム輪受口片受け直管（SRA・SRB）を使用すること。
※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1）とする。

※取付管管止め時は表示ピンを設置すること。

G . L

道　路 民　地

※側溝工事により旧壁が残置されている場合、
　官民境界について注意すること。

旧側溝壁

間詰コンクリート1
4
1
.3

22
3.
7 JSWAS K-1

165.0
5.1

5.1

断面図

砂基礎(再生砂)

防護砂(再生砂)

3
6
5
.
0

550

120°

ます径100 特殊汚水ますその２

コンクリート工

型　枠　工 0.2

0.01

1箇所

防護コンクリート標準数量

汚水ます設置工

m2

m3



図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

１６

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市公共下水道事業工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺

取付管のマンホール接続標準図

取付管のマンホール接続標準図

G L.

10.0‰以上

道　路 民　地

1000以内 フタ

立上り管

公共ます

キャップ付

ゴム輪受口自在曲管0°

ス
テ

ッ
プ

 2
0～

60

マンホール

可とう性継手

※下流管口とのステップ（段差）は15cmとすること。
※管口削孔はブロックの継目より10cm以上離隔を確保する。

プレーンエンド直管φ150

カラー（WTB）

ゴム輪受口自在曲管

プレーンエンド直管φ150

※直管部(立上り管除く)については、プレーンエンド直管もしくはゴム輪受口片受け直管(SRA・SRB)を使用すること。

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS K-1・K-7・G-3）とする。

カラー（WTB）

カラー（WTB）

6
5
0
以
上

※既設マンホールに接続する場合においても、必ず可とう性継手を設置すること。

14
1.
3

2
2
3.
7 JSWAS K-1

165.0
5.1

5.1

断面図

砂基礎(再生砂)

防護砂(再生砂)

3
6
5
.
0

550

120°

公共汚水ますふた標準図

台座

ふた防護 Ｔ１４ワンタッチ型

（SUS製鎖付）
市章入り 市章入り

防護ふた標準図

φ201

220

φ240

φ430

30

90

55

50

8 18

φ212 φ245

φ220

φ231

5

※
15

0±
2.

5

φ194

※φ203.0±0.8

※防護ふたを設置する場合は、硬質塩化ビニル製内ふたを設置すること。



宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

１７

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市公共下水道事業

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS G-4）で、且つ、宇治市が認定したものを使用すること。

※蓋のデザインについては、宇治市デザインを使用すること。

宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた S＝1：10

ふた平面図

φ300±3.1

φ410±3.5

φ460±3.5

11
0
±
2
.5

断面図

受枠平面図

※車道部はＴ-25、歩道部はＴ-14を使用すること。ただし、歩道内でも大型車両の

交通が見込まれる箇所では、T-25を使用すること。

（小型レジンマンホール）

（小型レジンマンホール）



宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた（スリップ防止型）

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

１８

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた

宇治市公共下水道事業

（スリップ防止型）

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS G-4）で、且つ、宇治市が認定したものを使用すること。

※宇治市市章入りを使用すること。

ふた平面図

φ300±3.1

φ410±3.5

φ460±3.5

11
0
±
2
.5

断面図

受枠平面図

S＝1：10

※車道部はＴ-25、歩道部はＴ-14を使用すること。ただし、歩道内でも大型車両の

交通が見込まれる箇所では、T-25を使用すること。

※地表勾配が6％以上の箇所に適用する。

（小型レジンマンホール）

（小型レジンマンホール）



宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

１９

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた

宇治市公共下水道事業

※ふたは容易に開放できないよう、ロック機能を備えた構造とする。

※ふたのデザインについては、宇治市デザインを使用すること。

ふた平面図

断面図

受枠平面図

S＝1：10

B,B'

F

A

C EE
D

t

呼び径
A

(最小)
B、B´
(最小)

C
(最小)

D
(最小)

E
(最小)

高　さ

F

許容差 t
(最小)±2.5

【標準型防護ふたT-25,T-14　寸法表】

（　　　） 台　座　の　材　質

(単位：mm)

レジンコンクリート・鉄筋コンクリート

再生プラスチック・レジンコンクリート
300 403 386 360 400 40 6

110

150

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS G-3）で、且つ、宇治市が認定したものを使用すること。

立　管

※車道部はＴ-25、歩道部はＴ-14を使用すること。ただし、歩道内でも大型車両の

交通が見込まれる箇所では、T-25を使用すること。

（硬質塩化ビニル製小型マンホール）

（硬質塩化ビニル製小型マンホール）



宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた（スリップ防止型）

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

２０

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市型φ300用鋳鉄製マンホールふた

宇治市公共下水道事業

（スリップ防止型）

ふた平面図

S＝1：10

断面図

受枠平面図

B,B'

F

A

C EE
D

t

A
(最小)

B、B´
(最小)

C
(最小)

D
(最小)

E
(最小)

高　さ

F

許容差 t
(最小)±2.5

【標準型防護ふたT-25,T-14　寸法表】

（　　　） 台　座　の　材　質

(単位：mm)

レジンコンクリート・鉄筋コンクリート

再生プラスチック・レジンコンクリート
300 403 386 360 400 40 6

110

150

※ふたは容易に開放できないよう、ロック機能を備えた構造とする。

※宇治市市章入りを使用すること。

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS G-3）で、且つ、宇治市が認定したものを使用すること。

呼び径

立　管

※地表勾配が6％以上の箇所に適用する。
※車道部はＴ-25、歩道部はＴ-14を使用すること。ただし、歩道内でも大型車両の

交通が見込まれる箇所では、T-25を使用すること。

（硬質塩化ビニル製小型マンホール）

（硬質塩化ビニル製小型マンホール）



宇治市型φ600用鋳鉄製マンホールふた

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

２１

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市型φ600用鋳鉄製マンホールふた

宇治市公共下水道事業

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS G-4）で、且つ、宇治市が認定したものを使用すること。

※ふたのデザインについては、宇治市デザインを使用すること。

ふた平面図

φ600±3.5

φ760±4.0

φ820±4.0

11
0
±
2
.5

φ600±3.5

φ760±4.0

φ820±4.0

11
0
±
2
.5

断面図

受枠平面図

断面図
（転落防止装置付）

受枠平面図

S＝1：10

※車道部はＴ-25、歩道部はＴ-14を使用すること。ただし、歩道内でも大型車両の

交通が見込まれる箇所では、T-25を使用すること。

※マンホール深が2.0m以上の場合は、転落防止装置を設置すること。



宇治市型φ600用鋳鉄製マンホールふた（スリップ防止型）

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

２２

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

宇治市型φ600用鋳鉄製マンホールふた

宇治市公共下水道事業

（スリップ防止型）

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS G-4）で、且つ、宇治市が認定したものを使用すること。

※宇治市市章入りを使用すること。

ふた平面図

φ600±3.5
φ760±4.0

φ820±4.0

11
0
±
2.
5

φ600±3.5
φ760±4.0

φ820±4.0

11
0
±
2.
5

断面図

受枠平面図

断面図
（転落防止装置付）

受枠平面図

S＝1：10

※地表勾配が6％以上の箇所に適用する。
※車道部はＴ-25、歩道部はＴ-14を使用すること。ただし、歩道内でも大型車両の

交通が見込まれる箇所では、T-25を使用すること。

※マンホール深が2.0m以上の場合は、転落防止装置を設置すること。



製造業者マーク又は略号

下水道用　次世代型マンホールふた

図示

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

２３

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

下水道用　次世代型マンホールふた

宇治市公共下水道事業

※宇治市市章入りを使用すること。

ふた平面図

断面図

受枠平面図

断面図
（転落防止装置付）

受枠平面図

S＝1：10

(JSWAS　G-4　呼び径φ600)

『次世代型マンホールふたおよび上部壁技術マニュアル』(2007年3月発行)に準拠し、宇治市が認定したものを使用すること。

※Ⅱ類かつ(財)下水道新技術推進機構（現：公益財団法人　日本下水道新技術機構）発行

製造年（西暦下2桁）

荷重区分

※マンホール深が2.0m以上の場合は、転落防止装置を設置すること。



60
c
m
以
上

起 点

インバート施工図

直 線 90 度 90度流入 取付管流入

2方流入 3方流入 段 差

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

２４

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

インバート施工図

図示

宇治市公共下水道事業

追　加



組立マンホール

斜壁
φ600

φ1100

t
＋
1
3
0 5
0

60
2
0

t

表層材

埋戻材

調整駒、調整コンクリート

ボルトナットセット

調整リング

φ600

φ820

t
2
0
6
0
5
0

1,500

表層材

埋戻材

調整駒、

ボルトナットセット

調整リング

1,500

1,500

1
,
5
00

1,500

1,
5
0
0

t
＋
13
0

現場打マンホール

非打撃式アンカー

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

２５

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

マンホール蓋改良工標準図
(開削工法)

宇治市公共下水道事業

■掘削深別鉄蓋及び調整リング組合せ

ＧＬ～斜壁天端高さ

1

(H110)
鉄蓋

(H100)
調整ﾘﾝｸﾞ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

13㎝以上　23㎝未満

23㎝以上　28㎝未満

28㎝以上　33㎝未満

33㎝以上　38㎝未満

38㎝以上　43㎝未満

43㎝以上　48㎝未満

48㎝以上　53㎝未満

53㎝以上　58㎝未満

(H150)
調整ﾘﾝｸﾞ

1

調整コンクリート

マンホールふた改良工標準図

(開削工法)

図示

S=1：20

追　加



照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長

縮　　尺

工 事 名

図面種類

施工箇所

工　　種

起工番号

製　図

２６

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

マンホール蓋改良工標準図
(円形工法)

宇治市公共下水道事業

図示

φ1050(φ1280)

斜壁

表層材

乳剤

路盤材

鉄筋

調整駒

ボルトナットセット

調整リング
t
＋

1
3
0 5
0

6
0

2
0

t

φ600

φ1100

調整リング

5
0

6
0

2
0

3
0

φ1050(φ1280)

表層材

乳剤

路盤材

鉄筋

調整駒

ボルトナットセット

t
＋

1
3
0

t

φ600

φ950

φ820

組立マンホール 現場打マンホール

マンホールふた改良工標準図
(円形工法)

■掘削深別鉄蓋及び調整リング組合せ

非打撃式アンカー

S=1：20

追　加

ＧＬ～斜壁天端高さ

1

(H110)
鉄蓋

(H100)
調整ﾘﾝｸﾞ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

13㎝以上　23㎝未満

23㎝以上　28㎝未満

28㎝以上　33㎝未満

33㎝以上　38㎝未満

38㎝以上　43㎝未満

43㎝以上　48㎝未満

48㎝以上　53㎝未満

53㎝以上　58㎝未満

(H150)
調整ﾘﾝｸﾞ

1



GL+GL

Ａ Ａ

Ｂ
Ｂ

固定バンド (SUS304)

プレーンエンド直管φ150

副管用90°支管(90VS)φ200×φ150

追　加

内副管標準図

照　査

月　日

図面追次番号

月　日

課　長 製　図

２７

月　日

設　計

月　日 月　日

写　図

工　　種

起工番号

工 事 名

施工箇所

図面種類

縮　　尺 図示

内副管（参考図）S=1:30

Ｂ－Ｂ　断　面　図Ａ－Ａ　断　面　図

平　面　図

75°自在曲管　φ150

カラー（WTB）

45°自在曲管　φ150

下水道施設標準図

※上流管きょと下流管きょの段差が、0.6m以上の場合のみ適用する。

※Ⅰ類資器材指定品（JSWAS　K-1・K-7・G-3）とする。

※細部については、現場の状況を確認し、必要に応じて監督職員と協議すること。

可とう性継手






































